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業 績 ハ イライト

第33期（2020年2月期）第2四半期（累計）の連結業績について
　当社は本年３月１日を効力発生日とし、当社を株式交換完全親会社、日新運輸株式会社

（以下「日新運輸」といいます。）を株式交換完全子会社とする株式交換を行いました。
　この株式交換により、日新運輸並びに同社の日本、中国及びミャンマーのそれぞれの子
会社が当社グループに加わったことで、国内外における当社グループの事業基盤と拠点網
は拡充しました。さらに検品・検針・加工業務といった輸出入の付帯業務までを当社グルー
プで請け負える環境となり、顧客へより充実したサービスの提供が可能となりました。
　これらの効果やグループシナジーの創出に向けての取り組みに注力したこと、並びに従
来からの一貫輸送の提案型営業を積極的に展開したことで、当社グループの主力である
中国や東南アジアから日本への輸入海上輸送の取扱いは増すこととなり、事業規模の拡
大へと繋がりました。
　また、国内外での輸送における仕入コストは上昇基調にありますが、販売価格への転嫁
等にも取り組み、安定した利益の確保に努めてまいりました。
　販売費及び一般管理費では、日新運輸を子会社化したことによるのれん償却額の発生
や人員の増加及び人事制度の再構築による人件費の上昇等により、各費目で増加するこ
ととなりましたが、その反面、グループで可能な限りコストを削減すべく検討を重ねること
で、利益の創出を図ってまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間における営業収益は22,451百万円（前年同期比
72.7％増）と前年同期を大きく上回り、営業利益は762百万円（前年同期比6.8％増）とな
りました。また、持分法による投資利益等の計上により営業外収益が増加したことで、経
常利益は947百万円（前年同期比22.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は
624百万円（前年同期比18.3％増）といずれも前年同期を上回ることとなりました。

株主の皆様には、
平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
さて、ここに第33期（2020年2月期）

第2四半期（累計）の
業績について
ご報告を申し上げます。

代表取締役社長

科　目 前期末
（2019年
2月28日現在）

当第2四半期末
（2019年
8月31日現在）

  流動資産 7,725 15,573
  固定資産 489 4,976
資産合計 8,214 20,549
  流動負債 1,775 8,104
  固定負債 483 879
負債合計 2,259 8,984
純資産合計 5,954 11,564
負債純資産
合計 8,214 20,549

四半期連結貸借対照表
（単位：百万円）

国際物流をデザインするエーアイテイー

証券コード│9381

第33期
中間報告書

2019年3月1日〜2019年8月31日

株式会社エーアイテイー

香港港
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発行可能株式総数 53,856,000株

発行済株式総数 23,913,600株（自己株式33株を含む。）

株主数 7,294名

社 名 株式会社エーアイテイー

英 文 社 名 AIT CORPORATION

本 社 〒541-0053
大阪市中央区本町2丁目1番6号
堺筋本町センタービル15階
TEL.06-6260-3450（代表）

設 立 1988年2月

資 本 金 271,140,311円

従 業 員 数 1,371名（連結）、328名（単体）

事 業 内 容 貨物利用運送事業(外航海運・国際航空貨物・貨物自動
車・鉄道・内航)、航空運送代理店業、通関業、倉庫業、海
運仲立業、損害保険代理店業、コンテナその他輸送器具
の販売並びに輸出入、上記に付帯関連する一切の事業

代表取締役社長 矢 倉 英 一
常 務 取 締 役 馬 上 真 一
取 締 役 西 村 　 司
取 締 役 大 槻 信 夫
取 締 役 川 峯 　 寛
取 締 役 塚 田 泰 弘
取 締 役 神 宮 司 孝

社 外 取 締 役 貝 塚 悦 夫
社 外 取 締 役 松 田 佳 紀
常 勤 監 査 役 清 水 洋 志
社 外 監 査 役 西 島 佳 男
社 外 監 査 役 三 村 淳 司

■ 取締役及び監査役 （2019年8月31日現在）

（2019年8月31日現在）（2019年8月31日現在）

（2019年8月31日現在）■ 所有者別株式分布状況

■ 株価動向

■ 株式に関する情報 ■ 会社概要

■ 金融機関
■ 金融商品取引業者
■ その他の法人
■ 外国法人等
■ 個人・その他
■ 自己名義株式
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株式会社エーアイテイー 大阪本社：〒541-0053 大阪市中央区本町2丁目1番6号 堺筋本町センタービル15階
　　　　  Tel. 06-6260-3450（代表）

　物流加工や検品等の機能を持つ日新運輸の特性を活かして、従来、他社に
委託していた物流加工や検品等を日新運輸に転換してまいります。これにより
顧客に提供できる付加価値の向上とコストダウンを実現してまいります。

　新しくグループに加わったミャンマー等の海外現地法人や日新運
輸のＣＦＳ倉庫を活用することで、海外現地法人の活性化や
日新運輸の倉庫稼働率の引き上げを図るとともに、顧
客に提供するサービスの内製化によって利益率
の向上を図っています。

　当社顧客には日立物流のRFID
（電波を用いてRFタグのデータを
非接触で読み書きするシステム）
を導入した高機能倉庫の活用を促
し、より付加価値の高いサービス
の提供を進める一方で、日立物流
の顧客には当社のフォワーディン
グをセールスすることで売上拡大
を図る等、フォワーディングを得意
とする当社と３ＰＬを得意とする
日立物流が相互に補完することで
互恵的関係を構築できるよう協業
を進めております。

　2019年3月1日付で日新運輸を完全子会社化し、日立物流との資本業務提携が開始
しました。シナジー創出に向けた両社との取り組みは着々と進んでおります。今後もさら
なる業績向上に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。ご参考までに、現在までの取り組み事例の一部をご紹介いたします。

スケールメリットを拡大し、競争力を強化

日新運輸の子会社化によるシナジー

日立物流との
資本業務提携による

シナジー
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